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■教育目標・カリキュラムの理念 

 環境化学科では，「豊かな自然を次世代に引き継ぎ，快適な暮らしを両立させる化学技術を創造する」ことを目指し，

地球規模の環境問題やエネルギー問題を解決し，豊かな自然を次世代に引き継ぐために，資源を無駄なく最小のエネ

ルギーで良質な製品を生産する技術を発展させる。このために，化学と工学を融合する化学工学の手法を大切にしつ

つ，グローバル化する社会における生活の質の向上のために，「環境システム工学」，「環境材料化学」，「環境評価・設

計」の 3つの分野について総合的に研究し，独創的かつ社会に必要な化学技術について，学修・研究することを目的

とする。 

 我々人類は，太古の昔から経済・社会活動を通して，自然界から資源を採取して様々なモノやエネルギーを作り出

した後，廃棄という形で自然環境に戻してきた。そもそも自然環境では，様々な物質がその形態を変えながら環境（大

気，水，土壌（地殻））の中を循環しており，人類の活動も自然の物質循環の中で営まれて来た。しかし，20 世紀に

象徴される科学技術の急速な進展に伴う人口爆発による膨大なエネルギーやモノの消費および廃棄により，本来の自

然環境の有する物質変換機能に影響を与え，あるいはその機能が修復不可能な状態に陥る事態となっている。これが，

いわゆる“環境破壊”であり，21世紀の現在では地球温暖化や酸性雨，砂漠化等に現れている。このため，我々は「持

続可能な社会の構築」を目指して，まず実際の環境が現在どのような状況に置かれているかその実態を捉えて，修復・

改善する方法を模索する。さらには，環境負荷の少ない材料や新エネルギー創製技術の開発を行っていく。一方，考

案した個々の環境修復技術や新機能性材料，新エネルギー創製技術が本当に環境に対して負荷の少ないものであるか

を総合的に評価する必要がある。また，新規に材料や素子を試行錯誤しながら作成するのではなく計算化学の手法を

駆使して，どのような組成や構造の素材が高機能かつ低環境負荷の新規材料となりうるかを予測した上で材料設計を

行うことも重要となってくる。 

以上のような背景の中で，環境化学科では，化学を中心とする自然科学を基礎から学び，実験・実習を通して環境

（大気，水，土壌）の実態を捉え，改善する方法を学んで行く。さらに，最先端の化学技術を駆使して，環境を保全

する技術および環境負荷の少ない材料やエネルギー技術を創り出すとともに，より広い視野を持ち合わせて持続可能

な社会の構築に貢献できる技術者・研究者を養成する。特に，フィールドワークや環境試験装置の製作からナノレベ

ルでの材料合成，コンピュータ上での新材料の探索など，現場から実験室や仮想空間まで多角的かつ多様なスケール

での環境問題の解決手法を学ぶことができるのが本学科の特徴である。 

 

■カリキュラム構成 

1 年次では前期に物理学や化学，数学に加えて，生物学，地学を必修科目として配置することで自然科学の基礎を

修得する。さらに，1 年次後期に開設する専門基礎科目群（物理化学や有機化学，無機化学，分析化学など）は化学

系 3学科で共通の科目を開設しており，化学技術全般の基礎を修得するほか導入科目および基礎実験を通じて素養を

十分に養う。なお，環境化学科ではこの専門基礎科目群の中で地球環境工学および物理化学Ⅰ，分析化学Ⅰ，無機化

学Ⅰ，有機化学Ⅰを重要専門基礎科目と位置づけている。 

2年次では1年次に学習した内容をもとに，より専門性の高い専門基礎科目群を学習する。第２Qの環境施設見学では，

実際に稼働している排ガスや排水処理等の環境浄化施設を訪れて，使用されている要素技術を実物で触れることで，

環境改善技術について具体的なイメージを持ってもらうことにより卒論研究に向けての動機付けを行う。また，演習

や実験を通じて，学生諸君の主体的な取り組み能力の涵養を図り，実験はグループで実施して協同で課題を解決する

ことにより協同作業に必要な人間力の開発を促す。 

2 年次後期から 3 年次にかけて開講される専門科目では，化学技術方法論を中心とした化学工学系の重点専門科目

の他に，環境工学系科目および材料・エネルギー系科目の２つの専門科目群から一定数の科目を満遍なく履修すると

ともに，各自の関心に従って自由な選択を行う。また，3 年次前期の環境化学実験を通して 4 年次の卒論研究に必要

ａ）共通基礎科目 

ｂ）専門基礎科目 

ｃ）学部共通基礎科目 

 



 

 

な高度な実験技術を習得する。3 年次後期に開講される環境化学セミナーでは，研究室への早期配属を行うことで 4

年次に本格的に開始される卒業研究の準備を行うとともに，研究の面白さや奥深さに早期に触れることで大学院修士

課程への進学に対する動機付けも兼ねている。 

４年次では主要な教育内容を卒業論文での研究に据えている。研究室への本配属にあたっては各研究室の内容を十

分に教授するとともに，学生諸君の希望を十分に把握しながら卒業論文へのスムースな着手が出来るように指導する。

この卒業論文での研究活動を通して，学生諸君の問題発掘能力および問題解決に関わる応用展開能力等を涵養し，さ

らにはプレゼンテーションや論文の作成についてもきめ細かな指導を実施して，1年間を費やして卒業論文として完成

させる。 
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群 科目区分 科目種類 授業科目 選必種別 授業形態 学年 履修期 単位数 教職
学位授与の

方針1

学位授与の

方針2

学位授与の

方針3

学位授与の

方針4
備考

ロジカルライティングⅠ 選択必修 講義 1 前期 2 10 0 70 20

工学院大スタディーズ 選択必修 講義 1 1Q 1 10 0 30 60

ロジカルライティングⅡ 選択必修 講義 1 後期 2 10 0 50 40

海外総合文化B 選択必修 講義 1 集中 2 40 0 30 30

美術A 選択必修 講義 2 前期 2 50 0 0 50

スポーツ・身体文化論 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

スポーツ科学 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

科学論A 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

科学論B 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

環境経済学 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

技術者を志す私たちの総合文化プロジェクト 選択必修 講義 2 前期または後期 2 30 0 40 30

教育学A 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

教育学B 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

経営学A 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

経営学B 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

経済学A 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

経済学B 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

芸術学A 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

芸術学B 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

現代文化論A 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

現代文化論B 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

国際関係論A 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

国際関係論B 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

社会学A 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

社会学B 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

社会思想A 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

社会思想B 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

宗教学A 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

宗教学B 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

心理学A 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

心理学B 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

身体健康学 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

政治学A 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

政治学B 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

哲学A 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

哲学B 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

日本国憲法 選択必修 講義 2 前期または後期 2 教職 40 0 0 60

文学A 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

文学B 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

法学A(日本国憲法1単位を含む) 選択必修 講義 2 前期または後期 2 教職 50 0 0 50

法学B(日本国憲法1単位を含む) 選択必修 講義 2 前期または後期 2 教職 50 0 0 50

倫理学A 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

倫理学B 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

歴史学A 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

歴史学B 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

論理学A 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

論理学B 選択必修 講義 2 前期または後期 2 50 0 0 50

海外総合文化A 選択必修 講義 2 前期または集中 2 40 0 30 30

科学と倫理 選択必修 講義 2 1Qまたは2Q 1 50 0 0 50

美術B 選択必修 講義 2 後期 2 50 0 0 50

Basic Communication I 必修 演習 1 前期 1 教職 30 0 70 0

Basic English I 必修 演習 1 前期 1 教職 40 0 60 0

Basic Communication II 必修 演習 1 後期 1 教職 30 0 70 0

Basic English II 必修 演習 1 後期 1 教職 40 0 60 0

Basic Academic English I 必修 演習 2 前期 1 教職 30 0 70 0

Basic Academic English II 必修 演習 2 後期 1 教職 30 0 70 0

English for Intercultural Communication A 選択必修 演習 1 前期 1 20 0 80 0

English for Global Communication A 選択必修 演習 1 前期または後期 1 20 0 80 0

English for Global Communication B 選択必修 演習 1 前期または後期 1 20 0 80 0

Introduction to English for Global Communication I 選択必修 演習 1 前期または後期 1 20 0 80 0

Introduction to English for Global CommunicationⅡ 選択必修 演習 1 前期または後期 1 20 0 80 0

English for Intercultural Communication B 選択必修 演習 1 後期 1 20 0 80 0

Intensive English Course 選択必修 演習 1 集中 2 40 0 60 0

日本語中級Ⅰ 選択必修 演習 1 前期 1 40 0 60 0

ドイツ語初級 選択必修 演習 1 前期または後期 1 60 0 0 40

フランス語初級 選択必修 演習 1 前期または後期 1 60 0 0 40

ロシア語初級 選択必修 演習 1 前期または後期 1 60 0 0 40

中国語初級 選択必修 演習 1 前期または後期 1 60 0 0 40

中国語中級 選択必修 演習 1 前期または後期 1 60 0 0 40

日本語中級Ⅱ 選択必修 演習 1 後期 1 40 0 60 0

中国語集中講座A 選択必修 演習 1 集中 1 40 0 60 0

中国語集中講座B 選択必修 演習 1 集中 1 40 0 60 0

身体･運動科学演習Ⅰ 必修 演習 1 前期 1 教職 20 0 10 70

身体･運動科学演習Ⅱ 必修 演習 1 後期 1 教職 20 0 10 70

生涯スポーツ1 選択 演習 2 前期または後期 1 10 0 10 80

生涯スポーツ2 選択 演習 2 前期または後期 1 10 0 10 80

生涯スポーツ3 選択 演習 3 前期または後期 1 10 0 10 80

インターンシップA 選択 実習 1 集中 1 0 0 20 80

インターンシップB 選択 実習 1 集中 2 0 0 20 80

キャリアデザイン 選択 講義 2 後期 2 10 0 50 40

教育者のための遊びの指導法 選択 講義 3 前期または後期 2 40 0 60 0

事業運営の基礎知識 選択 講義 3 前期または後期 2 40 0 0 60

中国の社会と文化 選択 講義 3 前期または後期 2 40 0 0 60

日本経済分析入門 選択 講義 3 前期または後期 2 40 0 0 60

医薬工協働（PBL） 選択 講義 3 集中 2 0 50 50 0
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群 科目区分 科目種類 授業科目 選必種別 授業形態 学年 履修期 単位数 教職
学位授与の

方針1

学位授与の

方針2

学位授与の

方針3

学位授与の

方針4
備考

情報処理入門 必修 講義 1 前期 2 教職 100 0 0 0

化学及び演習Ⅰ 必修 講義・演習 1 1Q 1.5 100 0 0 0

微分及び演習 必修 講義・演習 1 1Q 1.5 100 0 0 0

物理学及び演習Ⅰ 必修 講義・演習 1 1Q 1.5 100 0 0 0

生物学 必修 講義 1 1Qまたは2Q 1 教職 100 0 0 0

地学 必修 講義 1 1Qまたは2Q 1 100 0 0 0

化学及び演習Ⅱ 必修 講義・演習 1 2Q 1.5 100 0 0 0

積分及び演習 必修 講義・演習 1 2Q 1.5 100 0 0 0

偏微分及び演習 必修 講義・演習 1 3Q 1.5 100 0 0 0

自然科学の歩き方 選択 講義 1 1Q 1 80 0 20 0

線形代数及び演習Ⅰ 選択 講義・演習 1 1Q 1.5 100 0 0 0

化学実験 選択 実習 1 1Qまたは2Q 1 80 0 20 0

物理学実験 選択 実習 1 1Qまたは2Q 1 80 0 20 0

線形代数及び演習Ⅱ 選択 講義・演習 1 2Q 1.5 100 0 0 0

物理学及び演習Ⅱ 選択 講義・演習 1 2Q 1.5 100 0 0 0

情報処理演習 選択 演習 1 後期 1 80 0 20 0

線形代数及び演習Ⅲ 選択 講義・演習 1 3Q 1.5 100 0 0 0

重積分及び演習 選択 講義・演習 1 4Q 1.5 100 0 0 0

線形代数及び演習Ⅳ 選択 講義・演習 1 4Q 1.5 100 0 0 0

生物学実験 選択 実習 3 集中 1 教職 75 0 10 15

地学実験 選択 実習 3 集中 1 教職 50 0 25 25

生物化学 選択必修 講義 1 後期 2 教職 0 100 0 0

地球環境工学 選択必修 講義 1 後期 2 30 70 0 0

物理化学Ⅰ 選択必修 講義 1 後期 2 0 100 0 0

分析化学Ⅰ 選択必修 講義 1 後期 2 0 100 0 0

無機化学Ⅰ 選択必修 講義 1 後期 2 20 80 0 0

有機化学Ⅰ 選択必修 講義 1 後期 2 20 80 0 0

環境化学概論 選択 講義 1 1Q 1 20 80 0 0

有機化学基礎 選択 講義 1 2Q 1 20 80 0 0

物理化学Ⅱ 選択必修 講義 2 1Q 2 0 100 0 0

分析化学Ⅱ 選択必修 講義 2 1Q 2 20 80 0 0

無機化学Ⅱ 選択必修 講義 2 1Q 2 20 80 0 0

有機化学Ⅱ 選択必修 講義 2 1Q 2 0 100 0 0

応用化学概論 選択 講義 1 前期 2 0 100 0 0

応用物理学序論 選択 講義 1 前期 2 5 80 10 5

生命化学概論 選択 講義 1 1Q 1 20 80 0 0

プログラミング論Ⅰ 選択 講義 1 後期 2 10 80 10 0

回路理論Ⅰ 選択 講義 1 後期 2 10 80 10 0

物理数学 選択 講義 1 後期 2 10 80 10 0

工学基礎英語Ⅰ 選択 演習 1 3Q 1 20 0 80 0

機械理工学概論 選択 講義 1 4Q 1 10 75 0 15

工学基礎英語Ⅱ 選択 演習 1 4Q 1 20 0 80 0
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群 科目区分 科目種類 授業科目 選必種別 授業形態 学年 履修期 単位数 教職
学位授与の

方針1

学位授与の

方針2

学位授与の

方針3

学位授与の

方針4
備考

環境化学基礎実験 選択 実習 1 後期 3 教職 0 70 10 20

物理化学実験 選択必修 実習 2 1Q 1.5 教職 0 50 20 30

環境分析実験 選択必修 実習 2 3Q 1.5 教職 0 50 20 30

機器分析実験 選択必修 実習 2 4Q 1.5 教職 0 50 20 30

環境化学実験A 必修 実習 3 前期 1.5 0 70 10 20

環境化学実験B 必修 実習 3 前期 1.5 0 50 20 30

物理化学演習Ⅰ 選択 演習 1 後期 1 0 90 10 0

物理化学演習Ⅱ 選択 演習 2 2Q 1 0 100 0 0

数値計算法及び演習 選択 講義・演習 2 後期 3 0 80 20 0

移動現象演習 選択 演習 2 後期 1 0 80 20 0

図学及び製図演習 選択 演習 2 後期 2 0 80 20 0

分離工学及び粉粒体工学演習 選択 演習 3 前期 1 0 80 20 0

CAD演習 選択 演習 3 後期 2 0 80 20 0

装置設計演習 選択 演習 3 後期 1 0 80 20 0

先進工学部特別研究Ⅰ 選択 実習 3 通年 2 0 60 20 20

環境化学セミナー 選択 演習 3 後期 1 0 80 20 0

環境化学特別実験 必修 実習 4 通年 2 0 30 50 20

卒業論文 必修 卒論 4 通年 8 0 60 20 20

移動現象A 選択必修 講義 2 3Q 1 0 100 0 0

移動現象B 選択必修 講義 2 4Q 1 0 100 0 0

環境有機化学 選択 講義 2 2Q 2 教職 0 100 0 0

環境施設見学 選択 実習 2 2Q 1 0 70 0 30

化学工業総論 選択 講義 2 後期 2 教職 0 100 0 0

環境材料化学 選択 講義 2 後期 2 教職 0 100 0 0

機械工学･材料加工学概論 選択 講義 2 後期 2 0 100 0 0

材料物理化学 選択 講義 2 後期 2 教職 0 100 0 0

大気環境工学 選択 講義 2 後期 2 0 100 0 0

分離工学 選択必修 講義 3 前期 2 0 100 0 0

粉粒体工学 選択必修 講義 3 前期 2 0 100 0 0

化学装置設計 選択必修 講義 3 後期 2 教職 0 100 0 0

環境電気化学 選択 講義 3 前期 2 0 100 0 0

計算化学 選択 講義 3 前期 2 0 100 0 0

材料強度学 選択 講義 3 前期 2 0 100 0 0

土壌環境工学 選択 講義 3 前期 2 0 100 0 0

環境生物工学 選択 講義 3 2Q 2 0 100 0 0

LCAと環境評価 選択 講義 3 後期 2 0 60 40 0

エネルギー装置設計 選択 講義 3 後期 2 0 100 0 0

環境エネルギー工学 選択 講義 3 後期 2 0 100 0 0

高分子材料化学 選択 講義 3 後期 2 教職 0 100 0 0

水環境工学 選択 講義 3 後期 2 0 100 0 0

地球温暖化の化学 選択 講義 3 後期 2 教職 0 100 0 0

電気･計測工学概論 選択 講義 3 後期 2 0 100 0 0

環境化学特別講義 選択 講義 3 3Qまたは4Q 1 0 65 20 15

学外研修 選択 実習 3 集中 2 0 0 30 70

幾何学Ⅰ 選択 講義 1 後期 2 80 0 20 0

機構学及び機械要素 選択 講義 2 前期 2 20 80 0 0

地学概論 選択 講義 2 前期 2 教職 100 0 0 0

物理学概論 選択 講義 2 前期 2 教職 80 20 0 0

化学総合 選択 講義 2 1Q 1 教職 100 0 0 0

安全化学 選択 講義 2 2Q 1 0 65 20 15

化学工学基礎 選択 講義 2 2Q 1 0 100 0 0

真空応用機器 選択 講義 2 2Q 1 20 70 10 0

知的財産権法 選択 講義 2 2Q 1 10 0 10 80

微細加工技術 選択 講義 2 2Q 1 20 80 0 0

物理化学概論 選択 講義 2 2Q 1 20 80 0 0

幾何学Ⅱ 選択 講義 2 後期 2 80 0 20 0

微分方程式論 選択 講義 2 後期 2 80 0 20 0

くらしと化学 選択 講義 2 集中 1 0 100 0 0

実務のための知的財産権 選択 講義 2 集中 1 10 0 10 80

環化物理学実験 選択 実習 2 集中 1 教職 100 0 0 0

先進工学部特別研究Ⅱ 選択 実習 3 通年 2 20 40 20 20

応用解析学 選択 講義 3 前期 2 80 0 20 0

技術開発英語A 選択 講義 3 前期 2 20 0 80 0

代数学 選択 講義 3 前期 2 80 0 20 0

統計学 選択 講義 3 前期 2 0 100 0 0

ベクトル解析 選択 講義 3 後期 2 80 0 20 0

技術開発英語B 選択 講義 3 後期 2 20 0 80 0

複素関数論 選択 講義 3 後期 2 80 0 20 0

計画工学 選択 講義 4 前期 2 0 100 0 0

労働法規 選択 講義 4 前期 2 50 0 0 50

【
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【学則別表第５の３】先進工学部環境化学科 進級・卒業条件表(2025年度入学生用)

下記は進級・卒業のための区分での条件として最低単位数を指すものであり、該当区分の受講可能な科目の有無、科目数を指すものではない。

必修 選択必修
区分合計

(左記+選択)
必修 選択必修 必修 選択必修

14 14

必修英語 6 6

応用英語

第二外国語

2 2

13 13

8
14

(注1,2)
14

1.5 3 3 3 3

4
(注3)

4

(卒論以外) 2

(卒業論文) 8

〈進級に関わる注意事項〉
(注1) 【第Ⅱ群】専門共通科目ｂ)専門基礎科目から、選択必修科目「地球環境工学」、「物理化学Ⅰ」、「無機化学Ⅰ」、「有機化学Ⅰ」、

「分析化学Ⅰ」(計10単位)のうち８単位以上を修得していること。

(注2) 【第Ⅱ群】専門共通科目ｂ)専門基礎科目から、選択必修科目「生物化学」、「物理化学Ⅱ」、「無機化学Ⅱ」、「有機化学Ⅱ」、
「分析化学Ⅱ」(計10単位)のうち６単位以上を修得していること。

(注3) 【第Ⅲ群】専門科目Ａ群の選択必修科目「移動現象Ａ」「移動現象Ｂ」「分離工学」「粉粒体工学」「化学装置設計」(計８単位)
のうち４単位以上を修得していること。

(注4) 卒業論文着手条件化学系特別枠として、生命化学科、応用化学科第Ⅲ群の専門科目から最大10単位まで履修し、環境化学科の第Ⅲ群専門科目A群とすることができる。
履修のできる科目として次の科目を指定する。
〈生命化学科〉公衆衛生学、⾷品化学、薬品分析化学、栄養化学、微生物学、環境生物化学、錯体化学、生物物理化学、有機合成化学、創薬化学
〈応用化学科〉有機工業化学、量⼦化学、電気化学、無機固体化学、⾼分⼦合成化学、表⾯工学、⾼分⼦物理化学、触媒設計、機能性先端材料、界⾯化学

(注5) 【第Ⅲ群】専門科目B群は８単位まで算入できる。

〈その他の科目修得ルール〉
■  以下のルールにおける"履修"とは授業に出席し、成績評価を受けることである。"修得"とはGradeがD以上で成績を評価され、単位を認められることである。
■  環境化学科に所属する学生または環境化学科への配属を志望する学生は環境化学科での学び・研究内容を学科教員が講義する「環境化学概論」を履修することが望ましい。
■ 「環境化学基礎実験」を履修していなければ、２年次以降の実験科目を履修することはできない。
■ 「物理化学Ⅰ」および「物理化学演習Ⅰ」は２年次以降の専門科目の基礎となる科目なので、履修することが望ましい。
■ 「物理化学実験」「環境分析実験」「機器分析実験」の３科目を履修しなければ、「環境化学実験Ａ、Ｂ」を履修することはできない。
■ 「環境化学実験Ａ、Ｂ」は「物理化学実験」「環境分析実験」「機器分析実験」のうち3単位以上を修得していなければ履修できない。
■ 「環境施設見学」は、実際の環境保全施設・企業等の見学を行うことで卒業論文着手の際の有益な情報を事前に得られるので、履修することが望ましい。
■ 「化学工学基礎」は２年後期から開講される化学工学系の専門科目の導入科目に位置づけられるので、履修することが望ましい。
■ 「環境化学セミナー」は、３年次前期終了時点で95単位以上を修得し、かつ総合文化科目10単位以上、

第Ⅱ群(ｂ)専門基礎科目の選択必修科目「地球環境工学」「物理化学Ⅰ」「無機化学Ⅰ」「有機化学Ⅰ」「分析化学Ⅰ」計10単位のうち８単位以上、
「生物化学」「物理化学Ⅱ」「無機化学Ⅱ」「有機化学Ⅱ」「分析化学Ⅱ」計10単位のうち、６単位以上を修得していること。
なおかつ、以下の第Ⅲ群専門科目A群の卒業論文着手条件を、３年後期履修により達成可能な場合、受講することが可能である。
〔Ａ群〕選択必修科目「移動現象Ａ」「移動現象Ｂ」「分離工学」「粉粒体工学」「化学装置設計」(計８単位)のうち４単位以上を修得していること。

【第Ⅲ群】専門科目

44

卒業論文系

他学科科目・単位互換科目

【第Ⅱ群】専門共通科目

【第Ⅰ群】総合教育科目

群

14

b)外国語科目
2

c)保健体育科目

d)キャリア支援科目

14 67.5

演習系

A群

B群

実験系

a)共通基礎科目

2

114

62
(注4,5)

52
(注4,5)

14

8

14

13

14

8

2

13

b)専門基礎科目

c)専門共通基礎科目

a)総合文化科目

卒業
最低条件単位数科目区分 科目種類

３年次科目履修
最低条件単位数

卒業論文着手
最低条件単位数

区分合計
(左記+選択)

区分合計
(左記+選択)

2

124

44



★上記の条件を充足しているか否かの判定は、毎年度末に行う。
なお年度末に充足できなかった場合、次年度以降の前期終了時点でも判定を行うことがあり、当学科では以下のとおりとする。

前期末判定の有無

有

無

有
(学則の定めにより)

〈大学院接続型コースについて〉
上記履修規定に加えて以下の条件を満たす必要がある。

■ ３年次前期終了時点でGPA3.0以上。
■ 卒業論文着手条件に合格するためには「先進工学部特別研究I」を３年次に履修し単位を修得する必要がある。
■ 卒業条件を満たすには、「先進工学部特別研究II」を３年次あるいは４年次に履修し単位を修得する必要がある。
■ 「先進工学部特別研究I」「先進工学部特別研究II」の履修登録は履修希望年次の１クォーター登録期間内に行う必要がある。年度途中での追加履修は認めない。

なお、「先進工学部特別研究I」「先進工学部特別研究II」の履修は大学院接続型コースの学生のみに認められるものであり、
上記の条件を一つでも満たさない場合には、大学院接続型コース学生としての資格が取り消される。

卒業

卒業論文着手

３年次科目履修

条件の種類


	20240103A 環境化学科イントロのページ
	環 境 化 学 科

	0103_S3カリキュラム表
	03_学則別表第５_2025環境化学科_進級条件表_成案

